
15 小論文入試について 

 

(１)はじめに 

  就職試験、大学・短大の推薦型選抜や、総合型選抜、国公立二次試験に「作文・小論文」

が課されることがあります。これは、主体的に考える力や、自分の考えを筋道立てて伝え

る力などを測るのに有効だからです。現代社会の諸問題に目を向け、それに対する自分の

意見を持ち、論理的に考えて表現する力をつけることが求められます。特に大学などの試

験の場合は、小論文模試を受けるなどして、しっかりと対策を立てることが必要です。 

 

(２)小論文入試の「型」の実際 

①課題作文型…「ＡＩ」「環境」などの語句、「若者の理科離れ」のように、テーマとし 

          て題名だけが与えられて論じる。 

②文章読解型…人文科学・社会科学・自然科学など、受験する専門分野に関する論文や 

新聞記事など、課題文を読んで論じる。 

③資料分析型…グラフ・表・写真・データなどから情報を読みとり、設問に答える。 

④学力測定型…英文の課題文などを読んで、その内容についてまとめる。 

⑤ユニーク型…課題図書を読んだことを前提に論じたり、独創性を測るための創作、エ

ッセイなどを書いたりする。 

 

(３)小論文の一般的な評価の観点 

①課題で問われているものに適切に答えているか。 

②論旨に一貫性があるか、筋が通っているか。 

③文章構成と文体、ボキャブラリー（語彙）は豊富か、用字や用語が適切か。 

④課題に対する知識がどれほどあり、知っていることを適切に表現できているか。 

⑤自分の主張を明確に打ち出し、根拠を示して、論理的に述べているか。 

⑥原稿の使い方、誤字脱字、基礎的な構成力はどうか。 

 

(４)小論文の実力アップの手だて･･･①～③は普段から、④～⑥は入試にむけて  

①日常的に読書する習慣をつけ、語彙を増やす。その中で興味のある分野についての情

報を収集し、自分なりの問題意識を高める。 

②新聞を毎日読む。特に、コラム・社説を読んでおこう。 

③漢字の練習問題に継続的に取り組み、語彙を増やす。 

④受験校の過去問を入手し傾向をつかむ。 

⑤なるべく早く、遅くとも３ヶ月くらい前には継続的に文章を書く練習を始め、可能な

ら、国語科の先生や進みたい分野の教科の先生方にお願いして、添削指導を受ける。 

⑥業者の小論文模試を受け、自分の読解力・表現力・独創性の実力を、客観的に判定す

る。（先生の添削を希望する人は、必ず模試を受けること。） 



(５)小論文入試 出題例 

志 望 校 学 部 学 科 内 容 

立命館 

大学 

産業社会 現代社会 80 分 900字 

課題文：Ａ「家族のあり方と結婚観の男女差」Ｂ「会

話の変化：対話から電子器機へ」 

設問：(1)図の読み取り(180～250字) (2)Ｂより「対

話の重要性」について要約(180～250字) (3)(1)と

(2)をふまえて、家族のあり方と対話について、「対

話、コミュニケーション、家族、結婚」から２つ用い

て自分の意見を述べる。(300～400字) 

京都産業

大学 

経済 経済 60 分 500字を二つ 

(1)図：（食料自給率の推移）設問：①食料自給率はな

ぜ低下してきたのか。②食料自給率はどのように推

移すると思うか。(2)図：（経済成長率、三大都市圏へ

の転入超過数と、所得の地域格差の推移）設問：図の

読み取りなど。 

同志社 

大学 

グローバル

コミュニケ

ーション 

英語 

コース 

90 分 1200字 

課題文： (英文 )James W.Neuliep,Intercultural 

Communication; A Contextual Approach,2015 

設問：(1)”uncertainty avoidance”について、二

つの文化的傾向の違いについて要約する。(400 字) 

(2)異文化に接した際、” uncertainty”に対してど

のような姿勢が求められるか。 (800字) 

京都橘 

大学 

発達教育 児童教育 60 分 800字 

課題文：中澤篤史「そろそろ、部活のこれからを話し

ませんか」 

設問：文書を読み、「ブラック部活」が蔓延する原因

について述べるとともに、「ブラック部活」を解決す

るための具体的な提案を述べる。 

花園大学 社会福祉 臨床心理 60 分 要約 200字 小論文 600字 

課題文：岡田尊司「真面目な人は長生きする」 

設問：①この文章の内容を要約せよ。②この文章の

内容を踏まえ、「マインドフルネス」について自分の

考えを述べよ。 

京都看護

大学 

看護 看護 60 分 800字 

「学ぶということについて」 

 


